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大
正
3
年
（
1

9

1

4
年)

11
月

神
戸
市
東
川
崎
町

１
丁
目
44
番
地
に

神
戸
海
員
病
院
が

新
設
さ
れ
て
今
年

で

1

0

0

年
目

に
当
た
る
と
い
う

事
で
す
。
そ
の
後
、

昭
和
6
年
（
1

9

3

1
年)

3
月
神

戸
市
中
央
区
中
山

手
通
6
丁
目
に
新

築
移
転
し
て
お
り

ま
す
。 

こ
の

1

0

0

年
の
間
、
戦
前
、
戦

中
、
戦
後
に
亘
り

色
々
な
事
が
起
こ

名誉院長 安 田 青 兒 

っ
て
お
り
ま
す
。
戦
前
に
は
昭
和
13
年

(

1

9

3

8
年)

7
月
の
阪
神
大
水

害
で
地
下
が
浸
水
し
た
り
、
戦
時
中
に

は
昭
和
20
年(

1

9

4

5
年)

3
月

17
日
の
神
戸
大
空
襲
で
焼
夷
弾
が
落

ち
た
が
何
と
か
消
火
し
て
火
災
を
ま

ぬ
が
れ
た
り
と
、
当
時
の
古
い
職
員
か

ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
30

年(

1

9

5

5
年)

当
院
に
赴
任
さ

れ
た
岡
崎
院
長
の
御
尽
力
に
よ
り
本

館
3
階
の
上
に
4
階
病
棟
の
積
み
上

げ
増
築
、
北
病
棟
3
階
建
て
の
増
築
、

あ
と
外
来
部
門
の
改
修
、
成
人
病
セ
ン

タ
ー
、
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
、
手
術
室
の

増
築
な
ど
色
々
手
が
加
え
ら
れ
3

5

3
床
（
現
3

2

5
床
）
の
総
合
病
院

の
形
が
造
ら
れ
ま
し
た
。 

私
は
昭
和
35
年(

1

9

6

0
年

)
外
科
医
員
と
し
て
赴
任
、
当
時
正
面

玄
関
は
石
造
り
で
錨
の
マ
ー
ク
が
正

面
に
つ
い
て
お
り
、
南
側
の
通
用
玄
関

を
入
る
と
大
理
石
の
幅
広
い
階
段
が

3
階
ま
で
通
じ
て
お
り
、
廊
下
は
木
煉

瓦
が
敷
き
つ
め
ら
れ
、
い
か
に

も
古
風
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。

当
時
は
ま
だ
市
電
が
あ
り
、
通
勤

に
は
三
宮
か
ら
山
手
周
り
の
県

庁
前
を
過
ぎ
次
の
下
山
手
5

丁
目
の
停
留
所
で
降
り
北
へ

2

0

0
ｍ
位
の
と
こ
ろ
に
位

置
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま
だ
高

い
ビ
ル
も
無
か
っ
た
の
で
屋
上

か
ら
神
戸
港
が
見
え
、
夜
、
当

直
を
し
て
い
る
と
汽
笛
の
音
が

よ
く
聞
こ
え
ま
し
た
。
病
院
よ

り
南
側
山
手
幹
線
よ
り
下
、
花

隈
中
央
通
り
東
西
に
お
茶
屋
が

軒
を
並
べ
、
夕
方
に
な
り
前
を

通
る
と
三
味
線
の
音
が
よ
く
聞

か
れ
た
の
も
懐
か
し
い
思
い
出

で
す
。 

 
 
 

 
 

昭
和

50
年
代(

1

9

7

5

年)

こ
の
場
所
で
病
院
の
建
て
替

え
の
計
画
も
検
討
さ
れ
ま
し
た

が
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
計
画
中

止
、
漸
時
建
物
の
老
朽
化
が
進

み
、
「
何
と
か
せ
ね
ば
」
と
い
う

状
況
で
し
た
。
そ
こ
へ
追
い
打
ち

を
か
け
る
よ
う
に
平
成

7

年

（
1

9

9

5
年
）
1
月
17
日

の
阪
神
淡
路
大
震
災
が
起
こ
り
、

神
戸
の
街
も
壊
滅
状
態
に
な
り
、

病
院
の
建
物
も
各
所
に
亀
裂
が

入
り
ま
し
た
が
何
と
か
部
分
修

理
に
よ
り
診
療
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
然
し
だ
ん
だ
ん

患
者
ア
メ
ニ
テ
ィ
が
要
求
さ
れ

る
時
代
に
入
り
「
将
来
こ
の
ま
ま

外科部長 

東野 健(とうの たけし) 
昭和 59年大阪大学医学部卒 

外科（消化器外科）：肝胆膵の悪性疾患の診断と手術

治療、腹腔鏡下肝切除・腹腔鏡下膵切除。 

趣味はサッカーです。随分前になりますが高校時代

は神戸中央球技場（現ヴィッセルのスタジアム）で何度かプレーしたこと

があります。最近はもっぱら観戦です。フットサルをやりたい気持ちはあ

りますが、アキレス腱断裂が怖いです。J リーグの贔屓チームはありませ

んが日本代表は男女あらゆる年代別カテゴリーの試合をフォローしてい

ます。 

内科部長 

山口 博也(やまぐち ひろや)  
平成元年卒 

内科：消化器内科・一般内科全般 

平成25年8月16日より、内科部長の林先生のご紹介

もあり神戸掖済会病院でお世話になり、約10か月以上

経過しました。現在は病院での若い先生の頑張りに驚いている状態で、

自分も負けないように初心に帰り頑張らないといけないと日々思って

おります。 

大学時代は卓球部に所属していました。趣味はハワイ情報収集で、年１

回の家族旅行を楽しんでおります。夢はハワイ移住ですが忙しいので本

当に夢で終わりそうです。家族は妻と娘２人と息子１人の5人家族で、家

に帰れば大騒ぎの毎日を過ごしております。 

今後の病院診療においては、患者様に分かりやすい診察を心がけ少

しでも病院に貢献できるように頑張りたいと思いますので、宜しくお願

い申し上げます。  

病理部長 

仙波 秀峰(せんば しゅうほう) 
平成 6年広島大学卒／平成１０年広島大学大学院卒 

検査部・病理診断科：病理診断、胃癌・大腸癌の発生メカ

ニズム 

本病院が現在の場所に移転した平成 14 年以来、非

常勤病理医としてお世話になっておりましたが、今年１月より検査部・病

理診断科に常駐することになりました。臨床の先生方にお役に立てる病

理診断を心がけてまいりますので、術中迅速診断、病理解剖、カンファレ

ンス、学会発表のサポート等、何なりとお申し付け下さい。また、検査部も

病院内で今まで以上に貢献していきたいと考えておりますので、ご協力

いただければ幸いです。 

 

脳外科医長 

富永 貴志（とみなが たかし） 
平成 10 年卒 

脳神経外科：脳神経外科一般、脊椎脊髄疾患 

当院での脳神経外科は、現在部長以下 4 人の体制

で診療にあたっております。脳神経外科疾患は、救急

要素の多い分野であります。特に脳卒中に関しては緊

急処置を要する場合がありますが、標準的治療を提供できるようにスタ

ッフで常に意思疎通を図りながら診療を行っています。開業医の先生方

とも連携を図りつつ、地域全体で診療させていただきたいと考えており

ます。  

趣味は運動不足を解消するために始めたマラソンです。最近は、空前

のランニングブームでなかなか自分の出場したい大会に参加できない

です(抽選で落ちてばかりなので)。目標ははるか遠いですが、フルマラ

ソンで 4時間を切ることです。 

皮膚科医長 

佐々木 祥人(ささき よしひと) 
平成 11 年卒 

皮膚科：皮膚外科、虚血趾、皮膚アレルギー、皮膚エ

コー 

兵庫県立加古川医療センターより 2013 年 11 月

当院に赴任となりました。前任地では足立皮膚科
部長の指導のもとで皮膚アレルギーの精査および加療、皮膚悪性腫瘍

ふくむ手術加療と化学療法などを行い、また各科と協力し足壊疽に対

して救肢のための集学的医療を行っていました。 

当院に赴任し本年 4月末で 6か月になりますが前任地での仕事内容

とは大きく異なっています。ただ皮膚科医として目指すべき目標は変わ

らず、画像(皮膚エコーなど)や皮膚生検などの情報をもとに適切な診

断加療を行うべく努力していくつもりです。また過去の経験をもとによ

りよい皮膚科診療を行い、地域の医療の中で役立つよう努めていきま

す。今後、透析部門など当院の特徴を生かした皮膚科専門加療をできる

だけ早期に開始したいと考えています。 

前任者で6年間神戸掖済会病院皮膚科診療をけん引された住田医師

とはかなりカラーが異なるため院内各部門にはご迷惑をおかけするこ

ともあるかとは思いますが、よろしくお願いいたします。 

内科医 

橋本 学(はしもと まなぶ) 
平成 17 年卒 

内科：消化器内科 内科一般 

本年４月よりお世話になっている橋本学です。趣

味と呼べるものはありませんが、自宅でセキセイイ

ンコを２羽かっています。何とかなつかせようとして

ますが、嫁にばかりなついて僕はなかなか構ってもらえません。それで

も遊んでいると可愛く、自宅にいる時は僕が癒されています。インコの

飼い方のアドバイスがあればよろしくお願いします。最後になりましたが

今後御迷惑をお掛けすると思いますが御指導、御鞭撻の程よろしくお願

い申し上げます。 

が、全く海が見えないところだったので、JR通勤で毎日海

が見られてうれしいです。 

 垂水～舞子で、おいしいお店開拓中です、SAV○Y や M

○ETS には載っていない、隠れた名店をご存知の方、ぜひ教

えてください！ 

整形外科医 

洪 洋熹(こう ようき) 
平成 18 年卒 

整形外科：膝・肩、スポーツ整形 

スポーツ整形外科として、膝・肩を中心に研鑽して参り

ました。学生時代は剣道・ラグビー部に所属していまし

た。サッカーについての知識は深くありませんが、昨年度までは関東大学

サッカー連盟の医事に所属しておりました。 

 近年はスポーツが広く普及しており、スポーツ障害やスポーツ外傷も増

えているように思います。ロコモティブシンドロームや健康寿命といった言

葉も聞かれるようになり、多くの方が健康に生活できるようお役にたつこ

とができればと存じます。 

皮膚科医 

小野寺 美奈子(おのでら みなこ) 
平成 19 年卒 

皮膚科 

4 月から皮膚科に赴任いたしました。大学ではゴルフ

部に所属していました。下手な上に最近全くラウンドでき

ていないのが残念です。 

産婦人科医 

船内 祐樹（ふなうち ゆうき） 
平成22年卒 

産婦人科 

 今年度から神戸掖済会病院での勤務2年目が始ま

りました。出身大学の産婦人科で1年間の研修を経て、

初めての出向病院として昨年度、神戸掖済会病院で
の勤務がスタートしました。外来業務や手術手技などまだまだ経験不足

なことがありますが、加藤部長のご指導のもと頑張りますので今後とも

よろしくお願いします。 

学生時代からサッカーが趣味で、今でも地元の友人や学生時代の友人

とサッカーやフットサルをしています。当院でも多くの方がフットサルをす

るとお伺いし一度ゲームに参加させていただきました。     

眼科2年目でまだまだ日々の診察でいっぱいいっぱいですが、一生懸命

頑張りますのでよろしくお願いいたします。 

眼科医 

中井 允子(なかい みつこ) 
平成 22年卒 

眼科：2年目なので、(専門分野は)検討中です。 

趣味はゴルフで、学生時代ゴルフ部に入部していまし

た。しかし卒業後あまりにもクラブに触れていなかった

ため、ゴルフ部だったと名乗るのは恥ずかしい限りです。 

産婦人科医 

村山 結美(むらやま ゆみ) 
平成 23年卒 

産婦人科：専門分野模索中 

スポーツは全般的に好きですが、特にバドミントン

は今も試合に出場したりします。 

 マイブームはマラソンですが、相当な飽き性なの
でいつまで続くか不明です・・笑 

性格は典型的なO型です。人見知りなので、気軽に声をかけてもらえる

とうれしいです。 

で
は
急
性
期
対
応
病
院
と
し
て
は
規
模
の
大

幅
な
縮
小
で
も
し
な
い
限
り
こ
の
場
所
で
の

建
て
替
え
は
無
理
」
と
い
う
結
論
に
達
し
ま
し

た
。
以
前
よ
り
神
戸
市
の
医
療
計
画
と
し
て
人

口
の
増
え
続
け
て
い
た
垂
水
区
に
中
核
病
院

が
欲
し
い
と
い
う
区
民
の
要
望
か
ら
適
当
な

病
院
を
誘
致
し
た
い
と
い
う
市
当
局
の
お
考

え
も
あ
り
ま
し
た
。
現
在
の
こ
の
学
ヶ
丘
1
丁

目
の
土
地
は
住
宅
都
市
整
備
公
団
が
所
有
し
、

こ
の
辺
を
宅
地
造
成
し
た
時
、
病
院
用
地
と
し

て
永
く
空
き
地
で
置
か
れ
、
震
災
後
は
仮
説
住

宅
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
平
成
8
年(

1

9

9

6
年)

頃
か
ら
計
画
に
入
り
、
地
元
住

民
、
垂
水
区
医
師
会
の
ご
理
解
を
得
、
病
院
近

代
化
整
備
事
業
の
国
県
か
ら
の
補
助
金
、
年
金

福
祉
事
業
団
（
現
医
療
福
祉
事
業
団
）
の
長
期

低
利
融
資
、
I

T

F(

国
際
運
輸
労
連)

か
ら

の
多
額
の
補
助
金
、
市
か
ら
の
補
助
金
な
ど
、

や
っ
と
資
金
的
め
ど
が
つ
い
た
と
こ
ろ
で
平

成
11
年(

1

9

9

9
年)

1
月
よ
り
工
事
着

工
、
平
成
13
年(

2

0

0

1
年)

3
月
1
日

オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

早
13
年
余
り
経
過
し
、
地
域
住
民
の
皆
様
、

医
師
会
諸
先
生
の
ご
理
解
を
得
て
何
と
か
今

日
を
迎
え
ら
れ
た
次
第
で
す
。
1

0

0
年
の

節
目
に
当
た
り
当
院
を
永
く
支
え
て
い
た
だ

い
た
掖
済
会
本
部
、
OB
職
員
、
現
職
員
の
皆
様

に
も
厚
く
感
謝
す
る
次
第
で
す
。 

 

小児科医 

松尾 希世美 

(まつお きよみ) 
平成 17 年卒 

小児科：赴任前の数年は新生児病棟

勤務でした。 

 前の勤務場所も神戸市内でした

診療科、氏名、卒業年、趣味・マイブーム等、 

今回はプライベートな事をお伝えします 

（広報委員） 



 

 

 

  月 火 水 木 金 

ＡＭ ＰＭ ＡＭ ＰＭ ＡＭ ＰＭ ＡＭ ＰＭ ＡＭ ＰＭ 

１診 野垣秀和  

～11：15 

野垣秀和 野垣秀和 野垣秀和 野垣秀和 野垣秀和 中嶋千也   野垣秀和 

 ～11：15  
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２診   富永貴志   駒井崇紀         

し
た
。 

今
年
度
の
活
動
目
標
は
、
経
腸
栄
養
チ
ー
ム
は
栄
養
剤
を
投
与
す

る
経
鼻
チ
ュ
ー
ブ
の
選
択
、
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
も
含

め
た
基
本
的
な
対
応
に
つ
い
て
研
修
会
な
ど
の
実
施
や
情
報
整
理

と
し
て
お
り
、
摂
食
嚥
下
・
口
腔
ケ
ア
チ
ー
ム
は
看
護
師
に
よ
る
嚥

下
機
能
初
期
評
価
の
実
施
や
、
効
果
的
な
口
腔
ケ
ア
の
実
施
を
目
標

に
、
研
修
会
の
実
施
・
口
腔
ケ
ア
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
実
施
し

て
い
く
こ
と
で
す
。 

私
た
ち
言
語
聴
覚
士
は
摂
食
嚥
下
・
口
腔
ケ
ア
チ
ー
ム
に
参
加

し
、
嚥
下
評
価
・
口
腔
ケ
ア
研
修
を
主
に
担
当
し
て
い
ま
す
。
５
月

か
ら
ま
ず
新
人
看
護
師
や
Ｎ
Ｓ
Ｔ
メ
ン
バ
ー
対
象
に
開
始
し
ま
し

た
。
看
護
師
に
よ
っ
て
簡
単
な
嚥
下
初
期
評
価
が
実
施
で
き
れ
ば
、

誤
嚥
・
窒
息
の
ハ
イ
リ
ス
ク
要
因
を
持
つ
患
者
様
を
す
ぐ
に
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で
き
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
発
症
・
増
悪
を
予
防
し
、

早
期
の
言
語
聴
覚
士
の
介
入
・
引
き
継
ぎ
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
し
て
、
効
果
的
な
口
腔
ケ
ア
が
実
施
で
き
れ
ば
、
こ
れ

も
ま
た
誤
嚥
性
肺
炎
の
発
症
・
増
悪
を
予
防
し
、
意
識
レ
ベ
ル
の
改

善
・
摂
食
嚥
下
機
能
の
維
持
・
改
善
と
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
患
者
様

の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
向
上
と
最
終
的
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。 

今
後
、
各
チ
ー
ム
の
活
動
が
進
み
、
よ
り
多
く
の
患
者
様
の
サ
ポ

ー
ト
が
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

リ
ハ
ビ
リ
科 

言
語
聴
覚
士 

 
 

赤 

川 
 

さ 

や 

か 
 

『
は
じ
め
に
』 

み
な
さ
ん
【
て
ん
か
ん
】
と
言
っ
た
ら
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ

を
お
持
ち
で
す
か
？ 

恐
ら
く
急
に
意
識
を
失
い
、
手
足
を

ガ
ク
ガ
ク
い
わ
せ
眼
は
点
に
な
り
お
ま
け
に
口
か
ら
泡
を
吹

く
よ
う
な
た
だ
な
ら
ぬ
状
態
で
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
要
請
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
回
の
お
話
は
こ
の
よ
う
な
誰
が
見

て
も
す
ぐ
に
分
か
る
よ
う
な
【
全
般
性
て
ん
か
ん
】
の
話
で

は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
【
痙
攣
】
を
起
こ
さ
な
い
【
て
ん
か
ん
】

の
お
話
で
す
。 

『
非
痙
攣
性
部
分
て
ん
か
ん
と
は
？
』 

【
部
分
て
ん
か
ん
】
と
は
、
体
の
一
部
が
急
に
動
か
な
く

な
っ
た
り
、
自
分
の
意
志
と
は
無
関
係
に
動
作
や
行
動
を
繰

り
返
す
な
ど
の
症
状
を
示
し
ま
す
。
発
作
時
に
意
識
が
保
た

れ
て
い
れ
ば
【
単
純
】
、
意
識
低
下
が
み
ら
れ
た
り
失
っ
て
い

れ
ば
【
複
雑
】
と
呼
ん
で
区
別
し
ま
す
。
何
故
最
近
こ
の
病

気
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

ま
ず
【
異
常
に

気
づ
き
に
く
い
こ
と
】
で
す
。
突
然
数
秒
間
口
を
も
ぐ
も
ぐ

さ
せ
た
り
、
舌
な
め
ず
り
を
し
た
り
、
手
を
し
き
り
に
も
ぞ

も
ぞ
さ
せ
て
も
す
ぐ
に
治
ま
っ
て
し
ま
う
た
め
、
周
囲
の
人

だ
し
通
常
の
脳
波
検
査
で
て
ん
か
ん
波
を
検
出
で
き
る

可
能
性
は
必
ず
し
も
高
く
な
く
、
脳
波
が
正
常
だ
か
ら

て
ん
か
ん
で
は
な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
一
方
【
て
ん

か
ん
】
の
原
因
を
調
べ
る
た
め
に
は
Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な

ど
の
検
査
で
出
血
や
梗
塞
が
な
い
か
、
腫
瘍
が
存
在
し

て
い
な
い
か
な
ど
の
検
討
を
行
い
ま
す
。
高
齢
者
で
は

不
顕
性
の
肺
炎
（
発
熱
や
咳
が
み
ら
れ
な
い
）
な
ど
で

も
ボ
ー
と
す
る
こ
と
が
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
血
液
検

査
な
ど
も
行
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
【
て
ん
か
ん
】

を
疑
う
こ
と
が
最
も
大
切
と
言
え
ま
し
ょ
う
。 

『
治
療
は
？
』 

お
薬
で
治
療
を
開
始
し
ま
す
。
抗
て
ん
か
ん
剤
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
、
昔
か
ら
た
く
さ
ん
の
薬
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
が
、【
部
分
て
ん
か
ん
】
に
は
カ
ル
バ
マ
ゼ
ピ
ン

（
商
品
名
：
テ
グ
レ
ト
ー
ル
）
が
現
在
の
と
こ
ろ
第
一

選
択
薬
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
薬
は
薬
疹
・
ふ

ら
つ
き
・
眠
気
な
ど
の
副
作
用
も
み
ら
れ
る
た
め
、
使

用
に
当
た
っ
て
は
少
々
の
コ
ツ
が
あ
り
ま
す
。【
て
ん
か

ん
】
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
上
手
く
い
く
ま
で
は
専
門
医

は
気
づ
き
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
本
人
も
覚
え
て
い
な
い
こ
と

が
多
く
尚
更
で
す
。
ま
た
周
囲
の
状
況
と
は
全
く
関
係
な
く
、

「
参
っ
た
」「
困
っ
た
」
な
ど
と
繰
り
返
し
口
走
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
【
自
動
症
】
と
呼
ば
れ
る
【
て
ん
か
ん
】

の
症
状
で
す
。 

さ
ら
に
数
秒
間
突
然
動
き
を
止
め
【
ボ
ー
】
と
す
る
こ
と

も
あ
り
、
周
囲
の
人
は
最
近
惚
け
て
き
た
の
で
は
と
【
認
知

症
】
扱
い
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

み
な
さ
ん
は
【
て
ん
か
ん
】
は
子
供
の
病
気
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？ 

【
て
ん
か
ん
】
の
発
生
頻
度
に
は
２
つ
の
ピ

ー
ク
が
あ
り
、
子
供
の
時
期
と
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

そ
し
て
高
齢
者
の
【
て
ん
か
ん
】
は
ま
さ
し
く
こ
の
よ
う
な

【
非
痙
攣
性
部
分
て
ん
か
ん
】
が
大
部
分
を
占
め
ま
す
。 

原
因
は
過
去
に
起
こ
っ
た
脳
血
管
障
害
な
ど
が
多
い
で
す

が
私
は
敢
え
て
『
年
を
と
れ
ば
脳
そ
の
も
の
に
小
さ
な
傷
が

沢
山
つ
い
て
お
り
、
そ
れ
が
悪
さ
を
し
て
た
ま
た
ま
て
ん
か

ん
が
起
こ
り
や
す
く
な
る
の
で
す
よ
』
と
説
明
し
て
い
ま
す
。 

『
ど
の
よ
う
な
検
査
を
受
け
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う

か
？
』 

【
て
ん
か
ん
】
の
診
断
に
は
脳
波
検
査
を
行
い
ま
す
。
た

に
任
せ
る
の
が
無
難
で
し
ょ
う
。
ま
た
こ
こ
数
年
の
間

に
よ
り
効
果
の
高
い
新
規
て
ん
か
ん
剤
も
使
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

多
く
の
場
合
薬
だ
け
で
発
作
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ

れ
ま
す
。
中
に
難
治
性
の
方
も
い
ま
す
が
こ
の
よ
う
な

方
に
も
最
近
で
は
頚
部
に
電
極
を
埋
め
込
ん
だ
り
、
手

術
を
す
る
こ
と
で
発
作
を
抑
制
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
お
り
、
治
療
成
績
は
年
々
向
上
し
て
い
ま
す
の

で
諦
め
な
い
で
専
門
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

『
お
わ
り
に
』 

【
て
ん
か
ん
】
は
脳
の
神
経
細
胞
の
異
常
発
電
に
よ

っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
一
種
の
「
電
気
的
爆
発
」
で
す

の
で
、
治
療
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
る
と
徐
々
に
脳
の
機

能
低
下
を
起
こ
す
こ
と
は
明
白
で
す
。
高
齢
者
で
【
何

と
な
く
最
近
そ
の
言
動
が
お
か
し
い
が
ま
と
も
な
時

も
あ
る
】
と
い
う
い
わ
ゆ
る
【
ま
だ
ら
惚
け
】
を
示
す

よ
う
な
場
合
は
【
て
ん
か
ん
】
の
可
能
性
も
あ
る
た
め
、

通
常
の
抗
認
知
症
薬
で
効
果
の
な
い
場
合
は
か
か
り

つ
け
医
ま
た
は
専
門
医
（
脳
神
経
外
科
な
ど
）
に
相
談

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

脳
神
経
外
科
部
長 

野 

垣 
 

秀 

和 

田中 公恵(たなか きみえ) 
平成 26年卒 

内科志望です。 

よくある苗字なので、どこへ行っても他にも田中さ

んがいます。下の名前も覚えて頂ければ嬉しいです。 

現在は、両親とダックスフンド２匹と住んでいます。趣

味は犬と遊ぶ事と、和菓子を食べることです。犬と一緒に走って体力をつ

けようとしています。和菓子は、あずきにはまっていて、おまんじゅうや最

中を毎日食べています。 

 

杉山 茉莉子(すぎやま まりこ) 

平成 26年卒 

外科を回らせて頂いています。 

趣味はスキーです。大学が福岡であまり行けなかった

ので、神戸に来ることができて嬉しいです。 

旅行も好きで、各地のおいしいものを食べるのが楽しみ

です。 

南 辰也(みなみ たつや) 

平成 26年卒 

出身は淡路島の片田舎ですが、大学が県外でしたの

で、晴れて兵庫に凱旋でき、本当にうれしく思っており

ます。特に「神戸」という都会に幼少より強い憧れを持

っており、掖済会病院にて勤めさせていただくことに

なった際は、神戸市で生きるという人生の夢が一つかなうと大喜びしてお

りました。しかし、右も左もわからないまま越してきて、「神戸」というまちの

広大さを知りました。研修期間の目標は「先生方の御指導にしっかりとつい

ていくこと」、そして、「住めば都を実感すること」の二つです。 

み
な
さ
ん
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
と
い
う
言
葉
を
御
存
知
で
し
ょ
う

か
？ Ｎ

Ｓ
Ｔ
と
は
、
現
在
全
国
の
病
院
で
活
動
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
る
、N

u
t
r
i
ti
o
n
 S
up
p
or
t
 T
ea
m

：
栄
養

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
の
略
で
す
。
入
院
さ
れ
る
患
者
様

は
、
入
院
時
に
低
栄
養
・
脱
水
を
起
こ
し
て
い
た
り
、

手
術
や
疾
患
に
よ
る
炎
症
、
長
期
間
の
臥
床
や
廃
用
に

よ
る
摂
食
障
害
に
よ
り
、
栄
養
状
態
が
大
き
く
損
な
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
状
態
か
ら
回
復
す
る
に

は
、
適
切
な
輸
液
・
食
事
に
よ
る
介
入
が
必
要
で
す
。

そ
の
介
入
を
行
う
の
が
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
で
す
。 

掖
済
会
Ｎ
Ｓ
Ｔ
は
平
成
17
年
に
第
1
回
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議
が
開
催
さ
れ
て
以
来
、
医
師
・
看
護
師
・
管

理
栄
養
士
・
臨
床
検
査
技
師
・
薬
剤
師
・
言
語
聴
覚
士
・

医
事
課
と
多
職
種
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｓ
Ｔ
回

診
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
指
導
・
食
事
や
輸
液
内
容
の
調

整
等
を
実
施
し
、
患
者
様
を
栄
養
の
側
面
か
ら
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
職
種
間
に
垣
根
が
な
く
、
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
本
格
的
に
稼
働
開
始
と
な
っ
た
平
成
22
年
度
以

来
、
延
べ
3

9

2

2
人
に
介
入
し
て
き
ま
し
た
。 

今
年
度
か
ら
は
、
新
し
い
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し

た
。
Ｎ
Ｓ
Ｔ
に
経
腸
栄
養
、
摂
食
嚥
下
・
口
腔
ケ
ア
チ

ー
ム
と
い
う
２
つ
の
下
部
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
、
さ
ら

に
き
め
細
や
か
な
関
わ
り
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま

☆☆☆☆IICCUU 運運営営 11 年年ののままととめめ☆☆☆☆  
 昨年 4 月に ICU が Open し、1 年が経過しま
した。様々な病棟・先生・スタッフの協力もあ
り、かなりスムーズに運営ができたことをまず
感謝申し上げます。 
 昨年 1 年の実績をみると 691 名（述べ 1791
名）の患者様の入室がありました。現在のとこ
ろ 6 床での運営ですが、ベッド稼働率も 1日平
均 4.58 人と上々の滑り出しだと思います。 
 昨年度は救急外来・術後などの様々な患者様
の入室がありましたが、今年度からは診療報酬
改定に伴う看護必要度による ICU への制限も
厳しくなり、昨年度より入室患者様の重症度が
シビアになりました。そのことで、入室後必要
度が満たせず、病状が不安定なまま転室を与儀
なくされることで、病棟や各医師にご協力を得
る場面が昨年以上に多くなります。 
これからも宜しくお願いいたします。 

ICU 師長 前田 有利 

血糖上昇抑制効果を期待し当院では糖尿
病食のご飯に麦を 3 割混ぜています。麦をご
飯に混ぜるのはご飯とおかずという和食の
スタイルにも馴染みやすく患者様に積極的
にすすめています。 
糖質の中にも区別があるため効果を理解

し正しく活用しましょう。 

栄養管理部糖尿病療養指導士 岡本 貴子 

オーダーメイドな食事療法を 
糖尿病の食事療法の基本は 
①適正なエネルギー②栄養バランス
③決まった時間での 3 回の食事です。 
食べ過ぎの人の中には、食事の量

が多すぎる人もいれば、食事の量は
少ないのにお菓子やアルコール摂取
が多すぎるアンバランスな人、スト
レスのはけ口で食べ過ぎてしまう人

診
察
受
付
時
間 

（
平
日
の
み
） 

8
時
30
分
～
11
時
30
分 

 

従来、全身麻酔で手
術を行う場合、誤嚥性
肺炎の発生予防目的に
術前夜から絶飲食とす
ることが慣例でした
が、当院では 2013 年 6
月から術前経口補水療
法を導入しています。   

2012 年日本麻酔科学会から｢術前絶飲食ガイドライン｣が発表され、｢清澄
水の摂取は、年齢を問わず麻酔導入 2 時間前まで安全である（推奨度 A）｣
との内容を受け、手術当日朝に糖濃度 18%の炭水化物含有飲料 250ml を飲用
していただいております。（その他、水、お茶なども 2～3 時間前まで飲用
可）これにより患者様の術前の口渇感、空腹感が軽減され、また病棟での
点滴ルートの確保が不要となるため、手術室に入るまで点滴がなく自由に
移動も可能となります。栄養代謝的には、脱水予防、インスリン抵抗性改
善、体蛋白異化予防が可能であると考えられております。 

2013 年 6 月から 2014 年 5 月まで 402 例に術前経口補水療法を実施し、術
中の逆流・嘔吐などのトラブルなく経過しています。また 57 名の患者様へ
のアンケートの結果では、次回手術となった場合も経口補水を希望します
かとの質問に、86%の方から、｢はい｣という回答が得られました。 
さらに、糖尿病患者様に術前炭水化物負荷が安全であるかの研究を行い、

など様々な方がいます。食事療法ができない理由には個人差が大
きくあるため、私達は傾聴に徹し、改善につながるヒントを見つ
けるよう努めています。 
食事療法を開始すると、食事量の制限や慣れない調理、好きな

物ばかりは食べられず嫌いな物も食べなければならないなど精
神的負担が強くなり挫折する人もいるため、当院では電子カルテ
で看護師と情報を共有し、食事の内容だけでなく、生活背景も配
慮した指導を行っています。 
糖質制限って有効？ 
最近患者様から糖質制限食について質問をうける機会があり

ます。 
自己判断でまったくご飯を食べないなど極端に炭水化物を制

限すると状態が悪化することもあるので注意が必要です。糖質制
限食によって血糖コントロールや体の代謝が安全に長期間管理
できているエビデンス（根拠）はなく、今のところ糖尿病学会は
糖質制限食を一般的な治療法として推奨はされていません。 
糖質は砂糖などの単純糖質と、ごはんなどの複合糖質に大別で

き、単純糖質は急激に血糖上昇し、複合糖質は血糖上昇がゆるや
かです。 
嗜好品である菓子類には単純糖質が多く含まれており強い制

限が必要ですが、患者様の中にはお菓子や菓子パンを糖質と思わ
ないで食べている人もいるので正しい理解が必要です。 
また、最も血糖上昇を緩やかにする効果が強い食物繊維も糖質

に分類されるのをご存じでしょうか。食物繊維を十分に摂取する
事で食後血糖上昇の抑制効果が期待できるため野菜から食べた
り、ご飯に食物繊維の豊富な麦などの雑穀を混ぜるなど積極的な
活用を勧めています。 
中でも、水溶性食物繊維の一つにβｸﾞﾙｶﾝがありますが、大麦

に多く含まれ食後血糖及びインスリン濃度上昇抑制効果が強い
といわれており最近注目を集めています。 
アメリカでは FDA（ｱﾒﾘｶ食品医薬品局）が 750mg 以上/食の

βｸﾞﾙｶﾝを含む食品に「冠状動脈心疾患のリスクを下げる」とい
う健康強調表示を許可し、ヨーロッパでは EFSA(ﾖｰﾛｯﾊﾟ食品安
全機関）が 3000mg/日以上のβｸﾞﾙｶﾝの摂取で「コレステロール
の適正化による心臓疾患のリスクを下げる」という健康強調表示を
許可しています。 

脳
神
経 外

科 

第 57 回日本糖尿病学会にて報告いたしました。この結果を
受け、2014 年 6 月よりインスリン治療中の方を除く、糖尿
病患者様にも経口補水療法を導入することとなりました。 
今後も患者様に安心して手術に臨んでいただき、さら

に早期回復にも寄与できるよう努めてまいります。       
 
栄養管理部管理栄養士 高橋 留佳 

 


